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磁気テープライブラリ装置の概要 大容卦高機能化された磁気テーフリ装置,ライブラリ装置を使い勝手の良いソフトウェアでサポートす

ることにより,高度なシステム運用の自動化を可能にしている｡

カートリッジ型磁気テープ装置のよりいっそうの

人容景化,高性能化およびオペレーター作業の低減

化のニーズにこたえるため,従来装置の上位機種と

して,新磁気テープサブシステム(H-6483-1･2型,

H16488-1型)を開発した｡

この磁気テープサブシステムは,36トラック双方

向記録,拡張カートリッジ磁気テープ,データ圧縮

機能の標準サポートにより,言山意谷量の拡大,高性

能化を実ぢユし,さらにデータ暗号機能によるセキュ

リティ強化を関ったものである｡

また,この磁気テープサブシステムを搭載した磁

気テープライブラリ装置も向11引こ開発した｡抑止

は,収納巻数を従来装置比の約1.4倍の989～8,751巻

と人容量化したこと,標準タイプの磁気テープサブ

システムを搭載して導人の容易性を図ったこと,ロ

ボットおよび制御機構を従来の二重化から一重化と

し,省スペース･低価格化を図ったシングルモデル

の新設により,幅広いニーズにこたえたことである｡

*l川二与川三所ストレージシステム弔文部 **11克製作怖ソフトウェア開発本部
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l】 はじめに

呪在,磁気テープ装置は,磁気ディスクボリュームの

バックアップm装置として車安な役割を抑っている｡磁

;げイスクボリュームの人容量化に作い,小型で大布置

のカートリッジ型磁気テープが登場し,磁;もテープの+三

流となってきている｡さらに怖幸Ii処理システムの24時指J

逆転指向が強まるに従って,遵mの｢1勧化,無人化が強

く求められている｡システムの日勤逆転を実現するには,

休符御車からの磁長一もテープの入出倖,マウント･デマウ

ント作業などの自重力化,省ノJ化がイ√叶欠である｡こうし

た･l･で,磁気テープライブラリ装ド引ま磁忘もテープの口重力

付fiiとして開発さj‾した｡

しかし,情報処理システムの人規模化 複雑化はとど

まることなく進行しており,磁気ディスクボリュームは

鴫騨的に人容量化している｡これに付い,バックアップ

などの磁気テープボリュームの増加,バックアップ時間

の噌人などが附起となっており,磁気テープ装置および

磁;-‾け-ブライブラリ装置に対しては,いっそうの大谷

_Llt化,■亡州三能化が求められている｡

一一ノJ,カートリッジ型磁;もテープは,小型･軽競で叶

搬作に詰むことから,持ちけ.しが容易であり,データの

セキュりティの必安件がクローズアップされてきた｡

このような多様なこ-ズにこたえ,人容量化,良性能

化を′jミりユし,セキュりティの強化を匝lるため,H-6483-

1･27モワ,H-6488-1生せ磁気テープサブシステム,およびこ

の磁;もテープサブシステムを搭載したⅠⅠ-6952彗竺磁妄‾もテ

ープライブラリ装講を開発した｡

ここでは,卜記装一岸の望払■-∴概二安および特長について述

べる｡

表lカートリッジ型磁気テープサブシステムの仕様 開

発樅と従来機の主な仕様を示す｡

項 目
開 発 機 従 来 機

H-6483-l･2.H-6488-1 H-648Z▼i.H-6486-】

トラックフォーマット
36トラック 18トラック

双方向記録 一方向記毒責

容 量(Mバイト/巻)* 400･800 200

使 用 媒 体 標準･拡張カートリッジ 標準カートリッジ

データ･バッファ

サイズ(Mバイト)
8 4

データ圧縮機能** 標準 オプション

デー タ 暗号機能 オプション なし

遠隔保守支援機能 標準 なし

注:* データ非圧縮時

** ANSlに準拠したデータ圧縮機能

凶 磁気テープサブシステム

2.1製品概要

今回開発した装置と従来機の主な仕様比較を表1にホ

す｡H-6488-1型磁気テープ装置は,36トラック双方向記

鈷,拡張カートリッジ磁気テープ,データ圧縮機能を標

準でサポートしているので,当社従来機に比べ4～20倍

のデータを記憶できる｡

H-6483-1･2型,H-6488-1型磁責ミテープサブシステム

の最大構成を図1に示す｡H-6483-2型磁気テープ制御装

置は,1筐(きょう)体に2台の制御機構を内蔵すること

が可能で,最大16台の磁気テープドライブを制御するこ

とができる｡またH-6488-1型磁気テープ装置は,1筐体

に4台のドライブを実装し,省スペース化を図っている｡

2.2 特 長

H-6488-1型磁気テープ装置は,以下に述べる特長を持

っている｡

制御横構
l l l l l l l l

ドラ ドラ ドラ ドラ ドラ ドラ 卜う ドラ

イフ'■ イブ イフ■■イブ イブ イフ■ イブ■ イフ1

制御機構
1 1

ドラ

イブ

卜う

イブ

ドラ

イフ

ドラ

イフ

ドラ

イブ■

ドラ

イ7--

卜う

イブ

ドラ

イブ

H-6483-2型
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図】磁気テープサブシステムの最

大構成例 最大構成は,H-6483-2型

磁気テープ制御装置と,4台の磁気テー

プ装置‥6デッキの磁気テープドライ

H-6488-1型 H-6488-1型 H-6488-1型 H-6488-1型 ブ)で構成される｡
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(1)大容量

この磁気テープサブシステムでは,36トラックヘッド

による双方向記録を行い,小型･大容量化を実現してい

る｡18トラックー方向記録および36トラック双方向記録

の概略を図2に示す｡

36トラック双方向記録方式は,往路で36トラックの半

分の18トラックヘッドによって記録･再生を行い,復路

で残り18トラックのヘッドで記録･再生を行うため,現

行の18トラック記録方式の2倍のデータを記録できる｡

したがって,データ非妊縮時で400Mバイト/巻のデータ

が記憶できる｡さらにこの磁気テープサブシステムでは,

ANSI(American NationalStandardInstitute)に準拠

したデータ圧縮機能を標準でサポートしており,さらに

3～5倍のデータ圧縮が可能となる｡またこの磁気テー

プサブシステムは,従来の標準カートリッジ磁気テープ

のテープ長を2倍に拡張した拡張カートリッジテープを

使用することができるので,記録容量は標準カートリッ

ジテープの2倍となり,非圧縮時で800Mバイト/巻,デ

ータ圧縮時で2.4Gバイト/巻から4Gバイト/巻のデー

タを記憶できる｡

18トラック一方向記録 36トラック双方向記鐸
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図218トラック一方向記録および36トラック双方向記貸の

概略 36トラック双方向記録によって大容量化を実現する｡

(2)高性能

この磁気テープサブシステムでは,大容量(8Mバイ

ト)データバッファを装備することによって,チャネルと

の高速データ車云送を可能としている｡データバッファを

装備することにより,チャネルとのデータ転送と磁気テ

ープ装置とのデータ転送を非同期に行うことが可能とな

り,上位装置とのデータ転送にドライブの立ち上がり特

性が影響しない,非常に高性能なサブシステムが実現で

きる｡またこのサブシステムでは,チャネルと磁気テー

プ制御装置間を最大9Mバイト/sのデータ転送が可能で

あるが,磁気テープ制御装置とドライブ間のデータ串云送

速度は3Mバイト/sのためにドライブネックとなり,チ

ャネルと磁気テープ制御装置間の高速な転送速度が生か

されない｡しかし,この磁気テープサブシステムでは,

標準で圧縮機能をサポートしているため3倍から5倍の

データ圧縮が可能となり,ドライブ側の実効転送速度を

高めて高速なデータ転送を実現する｡データ圧縮による

高速データ串云送について図3に示す｡

(3)使い勝手の良さ

現行のH-6485-1型･H-6486-1型磁気テープ装置で記

録されたテープ(18トラック)は,H-6488-1型磁気テープ

装置で読み取ることができる｡したがって,現行の18ト

ラックー方向記録方式のカートリッジ型テープによる受

け渡しも可能であり,データの互換性を維持することが

できる｡ただし,H-6488-1型磁気テープ装置で記録され

たテープ(36トラック)をH-6485-1型･H-6486-1型磁気

テープ装置で読み取ることができないので,磁気テープ

装置別り当て時には,上位装置で考慮を要する｡

●ドライブ側の転送速度に依存

チャネル

●高速データ転送

チャネル

データ

バッファ
ドライブ

9Mバイト/s 3Mバイト/s

データ

庄絹

データ

バッファ

9Mバイト/s

図3 データ圧縮による高速データ転送

り,ドライブ側の実効転送速度を高める｡

ドライブ

9Mバイト/s相当
(圧縮率75%)

データ圧縮によ
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(4)保守性の向_ト

ニの磁気テープサブシステムでは,サービスプロセッ

サを内蔵しており,サイトに設置されている磁気テープ

制御装置とASSISTセンタ(保守センタ)を通信で接続す

ることができる｡したがって,ASSISTセンタでは,磁

気テープサブシステムの稼動情報を常時監視でき,より

的確な予防保守が可能となる｡また障害発生時には,

ASSISTセンタへ通信l■可線を経由して障害情報が自助通

報さ才■t,迅速な障害解析および障害回秘韓間の短縮が可

能となる｡

(5)セキュリティの強化

カートリッジ型磁気テープは,小型かつ軽呆で吋搬性

に富むことから持ち汁,しが容易であるため,データの機

密保護が重要となっている｡この磁気テープサブシステ

ムでは,セキュリティの強化を凶るため日東製作所独[1

の暗号方式によるデータ暗号機能をサポートし,磁気テ

ープ制御装置内のデータ暗号制御機構が,上位装置から

転送されたデータの暗～j-化および上位装置へ卒去送するデ

ータの役元化を行う｡

この磁気テープサブシステムでは,磁気テープ制御装

磁気テー7d装置

_
/ (標準品)

A

投入ポート

排出ポート

ロボット1

Q
鞄

収納棚

欄凹固
ロボット2

A部詳細

置内でデータの暗号化を行う｡一般に上位装置にチャネ

ル直結の暗号装置を接続し,こメtを介してデータの暗号

化を行う方式では,_L位装置と暗号装置間転送に伴うオ

ーバヘッドが加わって性能が低下する｡これに対してこ

の方式は,直接磁気テープ制御装置内でデータの暗号化

を行うため,データ暗号機能がない場合と同等の高速処

理が‾叶能である｡

田 磁気テープライブラリ装置

3.1ハードウェア構成

(1)テープ収納部

磁気テープライブラリ装置H-6952型は,収納巻数によ

って最小989巻から最人8,751巻まで8タイプがある｡ロ

ボット,ライフ､うり制御機構が二重化されたデュアルタ

イプと,H-6952型で新たに設定された一重化のシングル

タイプの2タイプである｡これらを組み合わせることに

より,計16タイプのライフ､うりが選択できる(図4参照)｡

(2)磁気テープサブシステム

ライフうり装置後血には,標準タイプの36トラック用

磁気テープサブシステムH-6483-1･2型磁気テープ制御

カートリッジ

麺三ンド
収納棚

No. 項 目
新ライフうリ 現行ライブラリ

(H-6952) (H-6951)

1 最大テープ収納巻数 989-8,751 694～6,560

2
ライブラり

構成タイプ数

デュアル 8タイプ 8タイプ

シングル 8タイプ

3 テープ増設単位 約1､100巻 約800巻

4

搭載MTサブシステム
標準MT 専用フレーム
サブシステム (CDF)

接続MT
H-6482/86 同左相当MT

H-6483/88 同左相当MT

接続台数
最大: 最大:
MTC8･MTU32 MTC4･MTU32

5 ロボット台数
デュアル 2台 2台

シングル 1台

6
テープ投入･
排出機構

投入ポート 20巷 20巻

排出ポート 18巷 18巷

7 マスエントリ機構 90巷･一式 90巷･一式
(オフqション) (最大630巷) (最大630巻)

8
MTU混在制御

あり(オプション)
あり(オプション)

(18･36トラック) (36トラック化時)

注:略語説明

MT(MagnetjcTape),CDF(ContorollerandDriveFrame),

MTC(MagneticTapeContoroller),MTU(MagneticTapeUnit)

図は収納巻数3,205巷,テユアルタイプを示す｡

図4 H-6952型磁気テープライブラリ装置ハードウェア構成および主な仕様 磁気テープライブラリ装置は,収納凰ロボット,ライ

ブラリ制御装置ユニット,磁気テープサブシステムで構成し,ライブラリ構成と磁気テープサブシステム構成とを合わせて1別モデルがある｡
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装置･H-6488型-1磁気テープ装置が接続される｡磁気テ

ープ装置は最小4ドライブから最大32ドライブまで接続

できる｡

(3)ライブラリ装置モデル構成

ライブラリ装置のモデル構成は,テープ収納部と磁気

テープサブシステムの組み合わせによって標準で154モ

デルが選択でき,幅広いニーズに対応できるようになっ

ている｡

3.2 ソフトウェアサポート

(1)基本機能

磁気テープライブラリ装置H-6952型は,従来装置と同

様VOS3/AS(VirtualStorage Operating System 3/

AdvancedSystemProduct)システムとDMFLSS(Data

Management Facility Library Support for Storage

Service)によってマウント･デマウント操作の自重力化,カ

ートリッジテープの登録･排出などを実現し,DMFHSS

(DataManagement Facility Hierarchicalcontrolfor

Storage Service)によって階層記憶制御される(21ペー

ジの図参照)｡磁気テープライブラリ装置は記憶階層の

-‾F位に位置しており,大谷量のバックアップ装置,日動

データ倉俸として利用できる｡

(2)運川支援機能

DMFLSSは,数々の運用支援機能をサポートしてい

る｡カートリッジテープ菅録の際に,カートリッジ端面

にはられたバーコードラベルによるVSN(Volume

SerialNumber)初期化機能,ボリューム保護機能,スク

ラッチボリューム管理機能などがある(図5参照)｡総合

運用管坤システムHOPSS3(HitachiOperation Sup-

portSystem3)と連執することにより,コンピュータ運

用業務の自軌化を支援する｡HOPSS3では,媒体管理,

自動スケジュール,ジョブ自動起動を行い,人手を介さ

ずに日勤運用･管こ哩ができる｡

3.3 特 長

(1)人容量･省スペース化

この装置は,36トラック用磁気テープサブシステムを

搭載しており,新型磁気テープ,データ圧縮機能の併用

によって1巻当たり2,4Gバイト(3倍圧縮時)の人容最

が得られる｡また,磁気テープの収納巻数については,

装置高さを延長することによって989～8,751巻と従来装

置比約1.4倍の容量増加を図った｡しかも,装置床面積は

従来装置とほぼ同じになっている｡

これらにより装置全体での記憶容量は,最大構成モデ

ルで比較すると,従来装置の3.9Tバイトに対し,21Tバ

オペレータ

コマンド

薗
DMFJSS月]

データセット

〔コ

カートリッジ

テープ

登錯

排出

階層制御

DMFHSS
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図5 ソフトウェア構成 DMFLSSがOS,そのほかのプログラ

ムと連携をとりながら,磁気テープライブラリ装置をサポートして

いる｡

イトと5倍以上の大容量化を達成している｡

(2)使い勝子の良さ

(a)従来JCL互換による自動マウント･デマウント

･従来JCL(JobControILanguage)で,磁気テープラ

イブラリ装置内の磁気テープにマウント指令すると,

システム内で最適な磁気テープ装置を選択し,自動マ

ウントを行う｡処理終了後は,システムが自動デマウ

ントを行い,元の格納位置に磁気テープを戻す｡

(b)総合運用管理システムとの連動

総合運用管理システムHOPSS3と連動して,ジョ

ブの自動運用を実現する｡

(C)階層記憶制御

データ管理機能･階層制御DMFHSSのサポートに
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より,記憶階層内で,データを効率的に配置,移動で

きる｡

自動バックアップ,リストア機能で,指定された日

付時間帯あるいは特定の業務終了時に自動的にデータ

セットのバックアップを磁気テープライブラリ装置で

取得する｡

(d)バーコードによる自動登録

カートリッジ型磁気テープの端面にバーコードをは

り,磁気テープ装置を介さずに自動登録できる｡バー

コード登録により,磁気テープ登録時間の短縮,イニ

シャライズ業務簡略化が期待できる｡

(e)ボリューム保護

磁気テープライフうり装置内の磁気テープボリュー

ムは,現行機同様,統合利用者管理機能によって利用

者の管理,ボリューム管理の適用を受ける｡また,ソ

フトウエア･ハードウェアと一体になり,磁気テープ

ごとのライトプロテクトをサポートする｡

(f)スクラッチボリューム管理機能

磁気テープの追加要求が発生すると,スクラッチテ

ープを選んでマウントする｡不要な磁気テープは,ス

クラッチテープとされ管理される｡ライブラリ装置内

のスクラッチテープの数も管理される｡

(g)複数CPUからのテープボリューム共用支援

磁気テープライブラリ装置は,最大8CPUと接続可

能であり,各CPUからライブラリ内磁気テープの共用

ができる｡このため,磁気テープライブラリ装置内に

テープの管理情報を持ち,きめ細かな排他制御を行っ

ている｡

(3)標準タイプの磁気テープサブシステムの搭載

従来装置では,磁気テープサブシステムを専用の筐体

に収めていたが,この装置では標準タイプの磁気テープ

サブシステムを搭載する方式とした｡

これにより,既存の磁気テープ装置をそのままライブ

ラリ化することができ,スムーズな移行ができること,

また,顧客から見た投資の平準化が図れるなど,磁気テ

ープライブラリ装置導入時の容易性に配慮している｡

これと同時に,磁気テープ制御装置の最大接続数を従

来装置の4台から8台へ増やすことにより,データ処理

の高速化を可能にしている｡また,同一のライブラリ装

置内で36トラック･18トラックの磁気テープの混在制御

もサポートしている｡

(4)高信頼性

(a)主要部の二重化

ライブラリ制御機構,制御メモリ,ロボットほかを

二重化することにより,故障時の全面ダウン回避を図

っている(デュアルタイプだけに適用)｡

(b)障害予防

二重化されたライブラリ制御機構の副機構側の自己

診断を定期的に実施し,正副切り換え時の障害発生を

未然に防ぐ(デュアルタイプだけに適用)｡

(C)障害回復手段の提供

磁気テープの管理情報は,バッテリーパックアップ

された制御メモリ(LCM:LibraryControIMemory)

に保持される｡万一,メモリ障害が発生し管理情報が

消失すると,回復に多大な時間を要する｡このため,

制御メモリを外部の磁気ディスク上に退避させてお

き,障害時のメモリ回復を行うことができる｡

(d)ロボットの知能化

磁気テープのマウント･デマウント時などのハンド

リングをより確実なものにするため,おのおのの収納

棚の位置ずれに合わせて,停止位置を自動補正する位

置自動調整機構,および磁気テープケースに過大な押

し込み力を加えることなく,磁気テープのハンドリン

グを行う新ハンド機構を追加した｡

(5)高性能

2台のロボットが互いに干渉しあうことなく作業する

ように最適化制御を行い,効率の良い運搬作業を実現し

ている｡

臼 おわりに

以上,新磁気テープサブシステムおよび新磁気テープ

ライブラリ装置についてその特長を述べた｡今後ますま

す高まるものと予想されるコンピュータシステム運用の

自動化,省力化の要求にこたえ,これらの装置が大いに

活躍するものと確信している｡
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